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連合総研から 月 日に「セーフティネットと集団　新たなつながりを求めて」が出版されます。5 19
本書では、公共サービスや、セーフティネットの基盤の重要性について論じられ、日本年金機構の取り組みや、
地方労福協、子ども食堂の取り組みも紹介されています。
平川則男連合総研副所長（自治労本部特別中央執行委員）も執筆しています。

ご関心のある方は、是非、ご購入・ご購読をお願いいたします。
なお、本書籍につきましては、連合総研での販売等の斡旋はしていないため、書店、インターネットなどで直接
ご購入ください。
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玄田有史＋連合総研【編】
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＊書店でお求めください

このたび、連合総研では「 コロナの雇用・生活のセーフティネットに関する調査研究委員会」の研with/after
究成果として、玄田有史＋連合総研編『セーフティネットと集団』を刊行いたしました。
本書では、労働経済学、社会保障、労働法、人事管理などの気鋭の研究者が、コロナ禍で浮き彫りになった
従来のセーフティネットの問題を明らかにするとともに、今求められる安全網について、国内外で注目されたユニ
ークな取り組み事例なども紹介しながら、最新のデータと調査をもとに明らかにします。
雇用が不安定な人のほうがセーフティネットも脆弱であるという問題を、どう解決するか。従来の措置に欠けてい
るものは何か。「多様性」の尊重が分断や孤立を加速させるという新たなジレンマにどう対処するか。そのための
必要な「集団」のあり方とは？ ぜひご一読ください。 
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第 章 セーフティネットとしての集団：法と自治の視点から　神吉知郁子（東京大学大学院法学政治学5     
研究科准教授）
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連合総研　労働組合「連合」のシンクタンク。勤労者とその家族の生活向上、経済の健全な発展と雇用の安



定に寄与することを目的に、国内外の経済・社会・産業・労働・福祉問題など、幅広い分野での調査・研究
活動を進める。


